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定
め
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改
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○
規
　
　
　
　
　
則

　

大
分
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

大
分
県
規
則
第
五
十
号

大
分
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

大
分
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
大
分
県
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。　

　

目
次
中
「
第
五
節
の
四　

福
岡
事
務
所
（
第
六
十
二
条
の
八
―
第
六
十
二
条
の
十
）
」
を
「
第
五
節
の
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
五
節
の
五

　

福
岡
事
務
所
（
第
六
十
二
条
の
八
―
第
六
十
二
条
の
十
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
記
念
館
（
第
六
十
二
条
の
十
一
・
第
六
十
二
条
の
十
二
）
」
に
改
め
る
。

　

第
十
四
条
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

九　

ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
記
念
館
に
関
す
る
こ
と

　

第
四
十
七
条
第
一
項
中
第
三
十
二
号
を
第
三
十
三
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
三
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ

繰
り
下
げ
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

七　

ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
記
念
館

　

第
五
十
六
条
の
表
の
大
分
県
東
部
振
興
局
の
項
中
「
別
府
県
税
事
務
所
」
の
下
に
「
、
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
記

念
館
」
を
加
え
る
。

　

第
三
章
中
第
五
節
の
四
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

　
　
　
　

第
五
節
の
五　

ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
記
念
館

　

（
業
務
）

第
六
十
二
条
の
十
一　

ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
記
念
館
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
処
理
す
る
。

　

一　

マ
ル
タ
・
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
の
功
績
の
顕
彰
に
関
す
る
こ
と

　

二　

音
楽
文
化
の
発
信
に
関
す
る
こ
と

　

三　

若
手
音
楽
家
の
育
成
に
関
す
る
こ
と

　

四　

教
育
そ
の
他
の
分
野
と
の
連
携
に
関
す
る
こ
と

　

五　

前
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
ほ
か
、
記
念
館
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
業
務

　

（
名
称
及
び
位
置
）

第
六
十
二
条
の
十
二　

ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
記
念
館
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
　
　

名　
　
　
　
　
　
　

称　
　
　
　
　

位　

置

　
　

大
分
県
立
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
記
念
館　
　

別　

府　

市

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

　

大
分
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

大
分
県
規
則
第
五
十
一
号

大
分
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

大
分
県
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
大
分
県
規
則
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
三
の
福
岡
事
務
所
長
の
部
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　
　
　
　
　

ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
記
念
館
長

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

令

和

八

年

号
　
外

八
月
三
十
一
日

（　月 曜 日　）

六
一

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

一

毎
週
　
火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）
　 

発
行
人
　
大
　
分
　
県
　
　
編
集
　
い
づ
み
印
刷
株
式
会
社

（
定
価
　
一
箇
年
　
三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

（ ）



項　
　
　
　

目

委　
　
　
　

任　
　
　
　

事　
　
　
　

項

一　

大
分
県
立
ア

ル
ゲ
リ
ッ
チ
記

念
館
利
用
規
則

（
令
和
八
年
大

分
県
規
則
第
五

十
二
号
。
以
下

　

こ
の
項
中
「
規

則
」
と
い

う
。
）
に
関
す

る
事
務

一　

規
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
臨
時
に
利
用
時
間
を
変
更
す
る
こ

と
。

二　

規
則
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
臨
時
に
休
館
し
、
又
は
休
館
日
に

開
館
す
る
こ
と
。

三　

規
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
項
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に

掲
げ
る
行
為
を
承
認
す
る
こ
と
。

四　

規
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た

者
に
対
し
退
館
を
命
ず
る
こ
と
。

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

　

大
分
県
立
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
記
念
館
利
用
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

大
分
県
規
則
第
五
十
二
号

大
分
県
立
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
記
念
館
利
用
規
則

　

（
趣
旨
）

第
一
条　

こ
の
規
則
は
、
大
分
県
立
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
記
念
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
令
和
八
年

大
分
県
条
例
第
十
号
）
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
大
分
県
立
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
記
念
館
（
以
下
「
記
念

館
」
と
い
う
。
）
の
利
用
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
利
用
時
間
）

第
二
条　

記
念
館
の
利
用
時
間
は
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
と
す
る
。

２　

知
事
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
臨
時
に
前
項
に
規
定
す
る
利
用
時
間
を
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

（
休
館
日
）

第
三
条　

記
念
館
の
休
館
日
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一　

日
曜
日
及
び
土
曜
日

二　

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日

三　

十
二
月
二
十
八
日
か
ら
翌
年
の
一
月
四
日
ま
で
の
日
（
前
号
に
掲
げ
る
日
を
除
く
。
）

２　

知
事
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
臨
時
に
休
館
し
、
又

は
同
項
に
規
定
す
る
休
館
日
に
開
館
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
行
為
の
禁
止
）

第
四
条　

記
念
館
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
三
号
か
ら
第
六
号

ま
で
に
掲
げ
る
行
為
に
つ
い
て
知
事
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一　

め
い
て
い
し
、
若
し
く
は
大
声
を
発
す
る
等
他
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
行

為
二　

記
念
館
の
施
設
、
設
備
若
し
く
は
展
示
資
料
を
毀
損
し
、
若
し
く
は
汚
損
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
の

あ
る
行
為

三　

危
険
物
、
動
物
そ
の
他
他
人
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
迷
惑
と
な
る
物
を
持
ち
込
む
こ
と
。

四　

定
め
ら
れ
た
場
所
以
外
で
飲
食
し
、
喫
煙
し
、
又
は
火
気
を
使
用
す
る
こ
と
。

五　

宣
伝
、
物
品
の
販
売
、
募
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
行
為

六　

そ
の
他
知
事
が
記
念
館
の
管
理
上
必
要
と
認
め
て
禁
止
す
る
行
為

２　

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者
に
対
し
退
館
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
委
任
）

第
五
条　

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
記
念
館
の
利
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
別
に
定
め

る
。

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

○
人
事
委
員
会
規
則

　

職
員
の
給
与
の
支
給
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

大
分
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

和　
　
　

田　
　
　

久　
　
　

継　

大
分
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
九
号

職
員
の
給
与
の
支
給
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

職
員
の
給
与
の
支
給
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
分
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。　
　
　

　

別
表
第
三
の
知
事
の
事
務
部
局
の
部
の
福
岡
事
務
所
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
記
念
館

館
長

六
種

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
・
人
事
委
規
則
）

二



附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

　

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

大
分
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

和　
　
　

田　
　
　

久　
　
　

継

大
分
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
号

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
大
分
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
の
知
事
部
局
の
部
の
福
岡
事
務
所
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
記
念
館

館
長

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

○
人
事
委
員
会
告
示

大
分
県
人
事
委
員
会
告
示
第
二
号

　

労
働
基
準
法
別
表
第
一
の
号
別
区
分
等
を
定
め
る
告
示
（
平
成
十
一
年
大
分
県
人
事
委
員
会
告
示
第
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

大
分
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

和　
　
　

田　
　
　

久　
　
　

継　

　

第
一
号
の
表
の
十
二
の
項
中

「
大
分
県
公
文
書
館

」
を
「

大
分
県
公
文
書
館

大
分
県
立
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
記
念
館

」
に
改
め
る
。

附
　
則

　

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

○
訓
　
　
令
　
　
甲

大
分
県
訓
令
甲
第
二
十
一
号

本　
　
　
　
　

庁

地　

方　

機　

関

　

大
分
県
職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
（
昭
和
六
十
年
大
分
県
訓
令
甲
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。令

和
八
年
八
月
三
十
一
日　

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎

　

別
表
第
一
の
日
出
別
府
地
区
安
全
衛
生
協
議
会
の
項
中
「
別
府
県
税
事
務
所
」
の
下
に
「
、
ア
ル
ゲ
リ
ッ

チ
記
念
館
」
を
加
え
る
。

附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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大
分
県
訓
令
甲
第
二
十
二
号

本　
　
　
　
　

庁　

地　

方　

機　

関　

　

大
分
県
文
書
管
理
規
程
（
平
成
二
十
一
年
大
分
県
訓
令
甲
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

　

別
表
第
一
中

「
福
岡
事
務
所

（
分
福
）

」
を

「
福
岡
事
務
所

ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
記
念
館

（
分
福
）

（
ア
ル
ゲ
）

」
に
改
め
る
。

附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
人
事
委
規
則
・
人
事
委
告
示
・
訓
令
甲
）

三


